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ついてである。
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で，具体的実施の有無をはっきりさせるために，最終段　　く現在の地域との関係＞　創立時に比べて良い7L7％，
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1書沢他；施設の社会化に関事る窃究・：

第1図　社会化の枠組視点展開図
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i：擁会化などという凄を今更言う弾黙蝿勲らや

8、ρてい纏だ」とゆ興融麟耳蕪嫉，鮮璽
3逸会化細醜遇の敵顯蟹り，、遊殺鰻鞭騨

ll卿敵β鄭哩郷とな饗騰鱒鯉

酔く必要があ袴9亡～、ゐ凶航マ、＿．．0

㊦施設設備，専門磯晶あ地域への提供状況

ヤまずlyめ施設設備の闘放状溌ぞ訪るがざ弱語％ど児藍

麺，遇に茨癬で各施設と毒高添比率海ある乙喉ヂ三険1グ項自：

ど罎七は鳶単匿暁存設備 馨地域住民ゐ使宜透）淀め応碗放

しているか否かではな資奔ぞの方法，く・施設児童め鬼遇辞

職惚鰍総腰鰭職細羅範財警る欝
目立つ。　　　　　　　　　　　　　　P堀ド
　Eの児童養育に関する個別的指導，助言に関する10項

目の実施状況は41．5％簗滲参齢地域め児壷問題の実情を

麺握する勢力を轡港求疹5れ範ぼ施設喪や職員添個大的　

に指導，一ζ・助言を行蓼《蒔葛脆設毒紺80％落あるが轟施設

の専門酌機能どらで許薗酌声恕識的蔭対応じ宅疹るとこ

ろとなると2Q％弱応減少渉る 5球1』ll：迂一「1孚旬・・）臥武

4寮の定期的に実施じ治駆冷地域畢冷ピズ事業ぼ訴季節

狩事薙地域住民老あ交流行事，子奢も会1！ト骸グ馴遠諦レ

も、彫あ摺導馨ほ高恥輿施率を示諺そいおが〆全伝を宰均

すると4b寿露をなる諺卜11㌧む以e霞ll⇔入巽凡！I」1入 曜ε訊

豊養護施設ゐ社会化お潅進状涜を大きて吾ろ（施設め運

営露児童剋遇罫施設機能め地域ぺめ提供）1に分け更そあ

オ麟を趣そぎた」瞥然¢蟹は泌疹塊童処潭の社会

化が最も進ん池おり累次匿薦輩機能の地域段め提供戸歯

番違れ迄熔るのが施設琿営の穫会化～乏りわけ啓発活動

ゐ実施率淋低い傾向にお惨婁傘明ぢ渉乏壌ぢ湾評。さ義

　。今回ぼ全国の養護施畿約も醐の弓お60施設め裡会裾状1

況を概観しただけであるが，1前述したように来隻度には

全施設について灘暢蘇鱒駁冬羨定朧・
　なお参考のた諭ピ劉神奈川県鉦会福祉協議会，ボラソ

鰍〉の眺喚鍵購隻7鯉）；，慾騨（者）

施設（5鰍）が醗怒y泓、陣郷遇の繊化』
　と「家族とのつながり」を合せだものが，．われわれの輝

査の児童処遇の柱に合致する。両調査に見られる養誰施、
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倉第3、表鼠麺設祉会化の寒践段贋総合評価’（神奈川県社協調査）
1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　～』ヤ

曳一’邸 ミ・齢淋ヒ：1 ゴI で’導，
、

lミ

』rkλ』1匿鮪雌設 岨轄児㈲雌 児童養護施設
、麺蜘繊花鴬隷・くr慶、，3・輝φう獅

・莚灘灘窯宣欝磁

r㌦ 1ン＼　《
離よ1）鼠5、し』’．’、　　2．8』♪rl；り忌　　2．8

、監　、 　　　　　　　　』｝　■

』讃ア鉱／鍵／卦＼〆　　3ン3／嘘／㍉ ＼器）〉λ8／＼ピ　＼3．0　　、　　12．9

へ　　　旨”＝》

』（懸』1ξ灘轡ll』轡脚鷲△』△

灘会化推進撒び輔鰍搬1撫る嫉第4碁畿（ 癩瞬域の状況
れ迩施殺運営面のなち遅れが貝乙立クス輪否ず今鋒の肇護

施殺のあ玖方壱考え灸上重海目盈鉢濡セ分隠倹討を加尽

て稜 秘要の麺 都、挫であうウ賠をr、婦、f イ叫．、、

’二 rl噂6蕊縄φ村めべF施鯉会化猴開1…l

r、照解！㌃
・1 ：，．r：1レしf

とじζ』㌔篠』；1．…』・［り㍉マ、

』；

、』隠ll

訴（ P〔礁ρ β、量ども．φ榊蝶無、1
ね厩1．次c，1

み束京都ハ薫子市衷高尾町に挙る寧員額ム㊤小さ姦肇護

撒鱗る・昭欄年に・覇時社会間購確ク，獣ズ
ア薯ズさ れるよう』になゑた交通過児¢〉なめ㊧施謙≧：レて

発足し，49年に養護施設の認可葱得る融。宕、」： 〕」．：二rビ、・、

欺襲高尾町曝その名の通り．南鳳高尾山変裾礁擾救，』北に

中央高速自動車道が走り，．《の間髪中来本綜之都道1遷3

号紙1燈してこ粗呼行尽小仏』ll力職樋醸約9．5

㎞2，人口1，731人（50年の国勢調奪港Φ小ξな出訪いの

町罐数う5当初子ど坐り村の建殼地鱒健，こン海聖茶藍覧を

植双酒造工場を誘致し1遡元韻娠用姻う計画で

勲た践か腿中織ラ勉雌喚，緬きづ額批
こうを1舞現施震長が町会嬉何度党星を運び，♪、さ．うやく、単

域住民の了承を得て苑設用地≧♪翌罵頚収矯きたとζろで

ある。商尾駅から車で；q分理の弛饗あ逐醇周辺弛燐g概

略図孫謬施殺艮の見う地域の状渠嬬琢のとおリマおう。

lli二涛ir㌧iし：二尺一』 ＼1妖軒　『1そ ぐ綬ヒシ域箆．k惑、除一・1．ド．

。婆押寂阜・9讐触り頻眉導彬球閣；ジ・，、
、こll二

噛．i・，ン≧鰍彦雇竪筈拶揖、…荒著些屡≧二、（・、ミ、ξ
，、，

」1編5篇r跡e〔ll卸こ61 協τ濯
「、…鯉讐

隅饗膨塵の搾箪1

教育・文化施設の

　住民の糖設への腐見

　盤瀦 ㌶

　　　　　　　・ り
　1　’　』い　こ　心い’11r

｝、』
；　

　S　O・srこど／もの村はづ ．激地内に子ど畜が生活する5つ

の居住棟とヂ。図泌館の管理棟が点在する都内廼最も典型

的な小舎制をとらている施設である訂児産はi．参小舎制め

長所が1十分に生かせるように1さで’きるだけ長期間の養護

を要する，兄弟数の多いケースを重嶽的に沢所させてい．

る6・そ．して，・こrε心の村の終ソ万レ鰭トに心見ぢれるよ

う1に∫翫「子どもたちを村の外の学校に通わせ，覧村ゐなか

のくごどもひろば＞1で近隣の1子rどむた1ちとの、遊び痔誕

く予ども会＞〈図魯館＞など地域の子ど’もたち津その家

庭どこ、ども村との交流を体験する忍と…にまらて社会生活

の基礎を養う．」 』こ、と，』換言する なぢば処遇の社会化に力一

を入れた養護を目ざしている施設であるよ⊆認』i∫肉』⇔

　・（2．）5施設社会化の展開過程1凌『ζ・｝ミill ∫、 ll、：ン非、、ハ

は・じめに述べたように蛍1、下養護施設の社会化を考える

ポイ，ソ ト」・を作成する過程寿，・寺昨年の・9．丹に数施設に依

頼をしてブリテストを行った6ノ当施設むその← 』◎ であ
る。今回6月の全国調査にむ早速回答を寄せ薫下さり，ン

ぞの際に♂「前回の調査に比べ懇犬分改善をしまもだ」　．

と、いう註メ・烹 トをいただ》～たよそこ，癒2モ回の調査結果を

比較橡討するどともにド 施設訪問を1じβ改善の意図やそ
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しi吉沢他：施設の社会化に関する研究1

の経過をう かがづた6 S　QSこどもの村には‘λ1昭和53年

に実施翌た施設周辺住民調査硯折りも協力を吟ただいで

おり “ その時にむ訪間を・し貴重な意見を頂戴 した。・、＼
・、

“、紹和55集9．月の調査結果の分折はジミ 『施設の社会化と、

ポ乏慾1ティァ活動』ぐ東京都ポ乏ン勇羊アiコi厩廓戸編集；

束京都福祉局福祉部地域福祉課発行i昭和56年3｝月β1日）

のなかに詳しぐ報告をしてある読前回のブ旦、テズiドの結

果，ほんの数箇所ではあるが修正を加えたので，前回（55

年9月）：と・今回！（56年6、月））の調査項目は完全に同じも

のではない。yしかし，シ社会化φ展開過程を検討する尊で

の支障はなレ）も4セ！ど考える。』rドで1、 冷

r』夢・：零、鍵顛鞭騨嘉』滋：図

．1・「、 一』 、』膨慌
：ψ（畿撰纏鋤．罫 1三

卿 ン

（紳嚢）6
’

4
8

セじペド　 　　へ

　　Bl施誕勧
）て

　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　」　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　4　　　　　　　　　　”・一『＼‘・、　　　　、曳）～’　　　　　ポ　ノ　ぐセココ　　

　　　　　ぞ パ

　 告ゴ．、宜、、“／．
跳・ノ・ぐ鯉騨）マ’．．、

　　　　　　　　　　　　’騰翻：：1≡㌧1亡ハ桑 〃1∵1∵響『『
　　　　　　　　　　　　b（施設設偏の翻放）
　　　　　　　ロ
　　　 苔、｝囁魏沸喬）』二 ☆無繭あ謡
亙 　　　　　一　　　　　　　　　　　　．　　　一今回の継
「弱．ン（一ll失レマ　「r1へ」

掻まず全体像の変化ほ第3 図に示したように著じ卵もの

があるよ前回の凸凹がばげしぐ， 『やや小さめの角形が，’r

今回の調査ではほぼ正7角形に近い大きな像ぺど変化 し

て．レ1≦る5、前回は師項目中実施し淀瑛るのが59項目 1（？3溶

％）1．である沸“ “今回は73項目で9工・3％の実施率どならて

いる計前述の60施設平均に比べ迄摺非常に社会化の推進

度は高く．なろて恥る。”1』』『1： ぷ1ご 』』一 」・ンー」 ・＞

　特に前回ど比較 じズ改善が箸しぐみられた「施設運営」

丁児童養育に関ずる個別的指導，ン助言』 「教育啓発活動』

憾焦点をあて， ；ぞの内容をみるこどにする。一　宇さ1

④亭施設運営の展開「i」曇1・建ぶ’∵　　　　　 1 1㌧

‘最む変化の犬ぎく見られたのが施設運営の項廼ある。1＝

施設運営の内容にかかわる広報活動は，・従来・から後援会

会員に対しては行みて賂だが，ジ現在ばそめ範囲を着実に

底げている6・SσSこどもめ村国際協会会員r（後援会＞

は2，000・人を越え，＞浅川地区だけではなぐ隣接地区にむ

及ぶようになった。特に小学校の先生は他校に転任にな

っても協力を続け，そこで新たな理解者を増やす働ぎを

してくれている。

　施設運営に職負の意見を取り上げる方法も，以前は日

頃からそう心がける程度であったものを，はっきりと位

第 5表 1施設蓮営に関するヂ滋遡箆ポオシト業3～旨

鰯曲畑，r融φ稿縣嬰内容

ン痛蜘の肌 湘雛興難聴麹藍 郎岨・峡

一≧よ“＠

はレ ㊥i

」～いえ1

　　　　　　しr　“　ri』
、　 　 ． 曲 　 　・　　 一

［　ゴ 　一ゴ

墨づ瞳夷聾担週を婦鰍獺緯即鱒し魁
忙幡1さ醜麺聴鱒向手嘩φ聯研
紅ぐ樋鮭町傭隷紳塑㊧rやの輝碑
凱㌘貯鷺、麟鯵疑苑菟陣駒に卒甦
瞬早糊偲警響終噂黛叉，1

，、㌧ぐ ・、斜
◎r 獅噸す麺別畔導 勒言曝開

　先にぶれだよぢにド養護施設の社会化に関する班究を

継続些k・興かで・・、等貼簿戦脚そり糎地
，雛殿， 鰍につ執、｝餓鰍ζ鰍と銀体的かかや

のの状潅調華鳶・その結果は本瀬第15郷報鱗

画鱗r鼻P…警鞘砺瀕韓即麟碑麟
ib・ 獅多・りr1言博設獺を知鱒’る考も60郷

瓢窄驚讐鞭鰹黛誓鰍警

蓼り過鯵警鱗監醐住既子昂嘩瑚
4た蘭題に激つ翻羽充り， 一何と黎‘不睾彰感じる タ1う塗

時は譲線轍嬢麺麺鯛謙を脚略興
卿樋2だ轡・』し偽・ 燃まその場かぎゆ

卿塑1聾循1…麟鱒即母郎を考零る桝
ソ町鰺議燃翻黎解橋と嫉 地鰍余

の唖磯能す廼鞭鐙蔓鱒齢捧でと．り締
よ餌幽存輿当猟鱗藤揖鯉あづ麿r猶

諜響懇騨轡1押讐鰭
㊦糖醗灘の麟　　　　　擦

　教育啓発活動に関しても全く同じ経過が見られるポ前
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第6表イ児童養育に関する個別的指導，、助言の5蹴

　　一 一チェーッ グボイソ・卜
・・ 　　…一 一 －．．…一

＼＿
＿

「一2二、．

1’竃o－

L
計・

糠戯槻る臓π莇言廟嘘は、‡酬

㊥

彫～いえ

」＝ち、i『llぐ㌦　　　 　　　』7、・き　　 ’」一、、1’さ』二、、’

層9種嚇熱第7撚懸鞭憾蓼鱒鯵
鰹の翻会鱒脚講卿騨騒鮮てy瀬
熱ま鰍長ないし鶴勲騨惚季典禁蓼ぞ
め任醗っている段麟鍵鱒を羨，騨県鱗

＋分に話・し飾様々，蟹ロ《融も鱒の段鞍喚

撃隻惚参力1轍実璽るよ鰭弾ら鄭晒

r灘鞭轍顛蛾暴黛懸得

鷹編麗膿騨聾鰍挿

聴　o曾」1メ6む、》周

，セ嘆痢

一㊥

1㊥

．㊥

で努

にい一

、第17集

　、以上ド大きな進展が見られだ3つの柱にづ〔、てぞの

変化り内容を追ってきた。レずれむ新だに社会化ゐソ弾

　グラムど じて何力を婦めたと レ1

群ではな妙。1施設設立

かぢ⑳年間『日々の養護実践のなかで地域の沢薫苔協力

　じ、ながら築き上げできた・ものを1賦ごこでむうr度己見直

　脚1施般の重要な一機能とじ迄体系っけ，．／l施設職員全員

が意図的き計画的に実施するようになぢたとレう1事なの

廼ある。、．［マ　｝『1 ゴ￥．，』、済至　　F）、さ　　う1、　　　　入ミi

　亭施設長の佐々1木先生は最後に，ポ「こiれ演ら先は駿員ゐ

定着性とのカらみ詔ど一まオ進展できるかというと，ころ

です』と言われた。確かに，・施設の社会化をすすめれ～

侮めには・施鰍卿娯騨塑増力ロ・鱒醜
饗の増額等，早急に改善を要する面は多々あるが，一番

　　　　　　　ず　バト　
の要は，施設長及び職員の施設と地域を見る目，社会化

　　　　　　　　　　！一皿ア、＼

羅騨糠逡罐雛慧審1
痢・にする麹準た・短　二1
三㌃慧： §聾こども謝を離疑して，今回の調査
に協力をして下さった多くの施設から，次の一 うな意

見，．感想をいただいた一、ヤ「施設の社会化という麟が最近

よ．く 言われるよ，うになっ，たが∫t，…菱面的な一 と、だ怯ではな

‘蟄の根本を考える．事がでぎたよ，「自合の施設の現状を

客観的に見る一つの契機とな夏ボi・施設運営の自旦評価診

自己診断の資料と なきづ犬コ　『われ∫われの研究意図むま1さ！

ヒぞの嵐にあり　各施設が頂鼠を単臨繁的ヅ薮痴るもだ咳

ではなく，地域に機能する施設の苑り 方を考え，＞実践鵡

織催即手が縛とな繍を期待じ即翻蝋
1今後の研究課題と輩て、ぱ　峯衷演全国養護施設調査の1ま

とめをすることである。＝．それを基礎資料と，し凌，§廼ぎれ

ば社会福祉施設全般に共舜して使用腫き過虜承ッ7、ボ⑮

監恭を作蔓　スク厨，産化をしてそ⑳実用化を煮えてレき

な蜜　また，ぐれに合わせて，・5施設周遊地域め実態琶把

握拭分析する方法授っセ、てρ研究歩必要どなづ頂くる豊

破藍思われぞ。、あわせて地域ヵイ㌻乏と呑も唾慈る『雰蕉嵐
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